
 

 

PhotoFramer:フォトフレーム制作支援システム 
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概要．本稿ではフォトフレームや額縁の制作を支援するモデリングシステム PhotoFramer を提案する．
PhotoFramer は写真のサイズ，マット幅，縁幅などを選択するだけで自分好みの大きさのフォトフレ
ームを実現できる．また窓抜きの形状は長方形だけでなく多角形，楕円，ハート型，星型など様々な形

状を利用可能とした．自分で描いた模様のイラストをフレームのデザインに取り入れる機能も用意した．

本システムを用いて，難しいモデリング操作無しで飾る写真に適したフレームを容易に実現できる． 
 

1 はじめに 
デジタルファブリケーション機器が一般へ広く普

及し、個人のアイディアを容易に形にすることがで

きるようになってきた．また作成したデジタルデー

タを介していつでも，誰でも，どこでもモノを出力

することができる．このように個人による自由なモ

ノづくりの未来が広がってきた．本稿では写真や賞

状を飾る時に使用するフォトフレームや額縁に着目

した．フォトフレームも現状では市販のものを購入

しているが，額縁はそのデザイン性によって絵や賞

状を輝かせると同時に部屋と絵画を仲介する役割も

担っている[1]．また，ユーザの感性に基づいてフォ
トフレームを製作するシステム[2]も提案されてい
るがフォトフレームのデザインがあらかじめ決めら

れており単一的なデザインしかできない． 
そこで，本稿ではデジタルファブリケーションを

利用して飾りたい写真に合致したフォトフレームを

作成することを支援するシステムを提案する．提案

システムでデザインし，3D プリンターを用いて出
力することで，モデリングの経験がなくとも飾りた

い写真に適したフレームを容易に作成可能になる． 
 

2 提案システム 
本システムは 3次元 CADソフト Rhinoceros[3]と
そのグラフィカルアルゴリズムエディターのプラグ

インである grasshopper[4]を用いて実装した．	

2.1 フォトフレーム作成の基本要素とユーザ入力 
フォトフレーム作成のために必要な数値を図 1に

示す．これらの値をユーザが自由に変更してデザイ

ンしていくことができる． 
ユーザはまず写真の大きさを DSC，L，LW，KG， 

2Lから選び，マット幅，フレーム幅の値を入力する．
システムはユーザの入力した値を用いてフォトフレ

ーム本体の大きさを決定する． 厚さは写真を保護す
るアクリル板の厚さとフレームの厚さによって決ま

る． またユーザがフォトフレーム作成中に完成形を
イメージしやすくさせるためにシステムは飾る写真

のイメージ画像を表示する． 

 
図 1 フォトフレーム作成の基本要素 

 
2.2 フォトフレームの窓抜き 
フォトフレームの中央付近を左クリックすると窓

抜きするための物体を選択でき，マウス座標が窓抜

き物体の中心座標となり，ユーザの好みの位置に窓

抜きができる．窓抜きされる範囲は選択した窓抜き

物体の範囲上のみであり視覚的に窓抜きされる範囲

がわかる．右クリックをすると窓抜きが完成される． 
写真の中心に窓抜きをしたい場合は薄い赤で表示さ

れているため薄い赤色にかぶせて右クリックをする

とできる． 
窓抜きの形状デザインには 3種類の方法を用意し

た．一つ目は四角形の窓抜きである．二つ目は多角

形もしくは楕円の窓抜きである．多角形は四角形か

ら十角形まで選ぶことができ，それ以上の多角形は

楕円とした．また多角形では頂点の回転ができる．

三つ目は多角形以外の形で星型やハート型などテキ

ストにある塗りつぶしされている絵文字(★や♥な

ど)を使用する場合である．絵文字の大きさの設定は

ラジオボタンにより細かく設定できる(図２)． 
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(a) 多角形の場合	 	 	 	 (b) 絵文字の場合 
	 	 	 	 	 	 図２ ユーザ入力画面 
 

2.3 フレームデザイン 
フレームデザインでは自分で手書きしたフレーム

デザインや用意した画像をグレースケールに変換す

る(図 3)．輝度の情報を模様の高さ情報とするため，
模様の部分は輝度の高い白色で描き， 土台の部分は
輝度の低い黒で描く．その後，輝度の高低差から模

様が崩れるのを防ぐため，ガウシアンフィルタを用

いて模様と土台の高さの高低差を滑らかにした．ガ

ウシアンフィルタの画像処理は processing を用い
た．処理した画像は自動的に模様として読み込まれ， 
画面上に反映される．フォトフレームの完成イメー

ジは十字キーによって様々な角度から確認できる． 
飾る写真とマット用紙，アクリル板はフォトフレ

ーム本体の側面に穴が開いているためそこから出し

入れをする．横穴の大きさはアクリル板の厚さの設

定により決定される．アクリル板の大きさはフォト

フレームの大きさ設定時に自動的に算出されるため，

ユーザが直接測る必要はない． 

 
図３ フレームデザインの様子 

 
3 結果と議論 
システムをユーザに使ってもらった様子を図 4に

示す．設定する項目の値の基準や選択肢を提示する

ことで簡単にフォトフレームの大きさが変更可能に

なった．ユーザに使いやすくするため，スライダー

バーでの細かい設定は避け，ラジオボタンでの提示

とすることでユーザが手軽に使えるようなインタフ

ェースとした．また完成イメージを常時表示するこ

とで一つのパラメータを変更しただけでも変化が確

認できる．飾る写真の変更はプルダウンメニューに

より簡単に選択でき，作成するフォトフレームと飾

る写真の組み合わせを楽しむことも可能である．フ

レームデザインでは紙で描いたものを読み込むより

も液晶タブレットやペンタブレットでデザインする

と模様がはっきりと浮かび上がり綺麗な仕上がりと

なった． 絵が不得意な人でも好きな模様のイメージ
画像をなぞるだけでデザイン作業が完了するため， 
抵抗なく取り組むことができた．評価実験の結果， 
十字キーで完成イメージを確認する操作が難しいと

いう声があったのでユーザ入力画面でマウス操作か

ら様々な角度から完成形を確認できるようにした． 

 
	 	 	 	 図４ ユーザに作ってもらった様子 

 
4 まとめと今後の課題 
本稿ではフォトフレーム作成に着目した，デジタ

ルファブリケーションを利用して飾りたい写真に合

致し，かつユーザ好みのフォトフレームを作成する

ことを支援するシステムを提案した． 今度は写真の
サイズだけでなく，絵画や賞状などの大きな作品に

も合致した額縁を作成可能にするため，大きな額縁

を作成する際は数カ所に分けて作り，出力された後

に組み立てが出来るような機構を組み込みたい．  
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